
 

令和５年度 

 

肢体不自由教育部門 

 

高等部 

 

第３学年 

 

⑤学習グループ 

 

年間指導計画 



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

4 9 ◆

◆

◇ 〇

◇ 〇

5 12 ◆

◆

◇ 〇

◇ 〇

6 11 ◆

◇ 〇

7 5 ◆

◇ 〇

9 11 ◆

◆

◇ 〇

◇ 〇

10 11 ◆

◇ 〇

11 14 ◆

◇ 〇

12 8 ◆

◇ 〇

1 8 ◆

◇ 〇

2 11 ◆

◇ 〇

3 5 ◆

◇ 〇

※ 評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

敬語の使用、電話の掛け方、手紙の書き方等の実践

物語を作る 手順をふんだ物語作りを通して、表現を楽しむ。

二次表現・物語制作等

メディアリテラシー 多様なメディアの特性を理解し、活用する。

広告というメディアを読み、情報を編集する。

言葉を届ける 敬語、電話のかけ方、手紙などの作法を理解する。

要約の方法、課題文型・データ型小論文等。

話し合いの方法 実践を通して目的に応じた話し合いの方法を学ぶ。

ブレーンストーミング、ディベート等

プレゼンテーション コミュニケーションの諸技術を活用する力を培う。

プレゼンテーションの技術・実際

小論文Ⅱ 課題文やデータを元に自分の考えを表現する。

言葉遊びと創作 楽しみながら言葉のセンスを磨く。

自己分析、エントリーシート、模擬面接等

言葉遊び、川柳、二次創作等

小論文Ⅱ 論理的な文章の書き方の基本を学ぶ。

効果的な説明、テーマ型小論文、推敲等

面接・社会との接点 面接の仕方を学ぶ。

挨拶と人間関係、待遇表現

小論文Ⅰ 論理的な文章の書き方の基本を学ぶ。

効果的な説明、テーマ型小論文、推敲等

・声の表現 分かりやすい話し方の基本を学ぶ。

・人とつながる言葉 人間関係を構築する言葉の用法を知る。

発声・発音、スピーチの方法等

・文章表現の基礎 文章表現の基礎を確認する。

ジェスチャーゲーム、他己紹介

表記の仕方、絵を言葉にする

月 単元（題材）名
指導

時数
◆ねらい、◇主な学習内容

評価の観点

・コミュニケーションの
ために

表現とは何かを考える。

使用教科書 国語表現　改訂版　教育出版

主な指導の

工夫

⑴実戦で文章を書きながら表現の基礎力を確認する。

⑵難解な語句は辞書で調べさせ、言葉の意味が分かると表現力が深まることを実感させる。

⑶家庭学習の習慣を身につけさせる。

ねらい

(1) 言葉の性質や役割等について理解しながら、相手と伝え合う力を高める

(2) 正確で効果的な伝達や表現の方法を理解し、その技術を身に付ける。

(3) 言語学習を通し、言語文化の関心を深め、その向上を図る態度を育てる。

担当教員 張替良太 70

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

部門 学部

教科等名 国語表現 学習グループ ⑤



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

4 7 ◆

◇ 〇

◇ 〇

5 11 ◆

◇ 〇

◇ 〇

6 11 ◆

◇ 〇

◆

◇ 〇

7 12 ◆

◇ 〇

9 11 ◆

◇ 〇

10 11 ◆

◇ 〇

11 11 ◆

◇ 〇

12 8 ◆

◇ 〇

1 8 ◆

◇ 〇

2 8 ◆

◇ 〇

3 5 ◆

◇ 〇

※ 評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

複数の文章を比較・分析しながら読み、考えを深め
る。

・政治の本質(評論） 評論の読み方を学ぶ。

筆者の主張をふまえて、現代社会についての考え方を
深める。

・ミロのヴィーナス(評論） 評論の読み方を学ぶ。

論理の展開や比喩的な表現の意図を捉える。

・ロボットに心はあるか(評論） 評論の読み方を学ぶ。

(評論）
筆者の主張と、それを支える根拠の役割を捉える。

・探究する力(評論） 評論の読み方を学ぶ。

筆者の問題意識を捉え、主張を読み取る。

・高瀬舟(小説） 小説の読み方を学ぶ。

登場人物の心境の変化をたどり、人間心理の普遍性を
発見する。

・「考える葦」であり続ける 評論の読み方を学ぶ。

具体例や外来語の意味に注意しながら筆者の主張を読
み取る。

・記号的メディアと物理的メディア
(評論）

評論の読み方を学ぶ。

具体例の働きを的確にとらえ、具体と抽象の関係につ
いて理解を深める。

・境目(随想） 随想の読み方を学ぶ。

筆者の考えをまとめる。

・モード化する社会(評論) 評論の読み方を学ぶ。

ことわざ、慣用句

・眼差しを交わす喜び(評論） 評論の読み方を学ぶ。

段落ごとにキーワードをマークさせ、段落ごとの要約文

を書く。

対義語、類義語

・アマガエル(小説） 小説の読み方を学ぶ。

登場人物の心理の動きをたどり、人間心理の普遍性を発

見する。

月 単元（題材）名
指導

時数
◆ねらい、◇主な学習内容

評価の観点

・求めるものに応えてくれる（随

想）

随想の読み方を学ぶ。

筆者の思考の展開を追う。

使用教科書 三省堂　現代文Ａ

主な指導の工夫

（１）読解においては、キーワードを抽出するとともに、言い換えや説明をさせる。

（２）難解語句は辞書で調べ、言葉の意味がわかると理解が深まることを実感させる。

（３）家庭学習の習慣を身につけさせる。

ねらい

（１）様々な文章を読むことによって、我が国の言語文化に対する理解を深める。

（２）読書に親しみ、国語の向上や社会生活の充実を図るとともに説明力を身に付ける。

（３）言語文化および言葉の特徴などの理解を深め、知識を身に付ける。

担当教員 張替良太 105

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

部門 学部

教科等名 現代文Ａ 学習グループ ⑤



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

担当教員 年間授業時数 時間

使用教科書

知識・技能思考・判断・表現態度

35 ◆

◇ 〇

◇ 集合の要素と個数 〇

◇ 〇

◇ 順列 〇

◇ 組合せ 〇

◇ 問題演習 〇

◇ 事象と確率 〇

◇ 確率の計算 〇

◇ 独立な試行と確率 〇

◇ 条件付確率 〇

◇ 〇

10

11

12

１

２

３

35 ◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇円周角の定理

場合の数と確率、図形の性質について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟

を図り、事象を数学的に考察する能力を養い、数学のよさを認識できるようにする

とともに、それらを活用する態度を育てる。

第１節　平面図形 図形の基本

角の二等分線と線分の比

三角形の外心、内心、重心

問題演習

図形の性質 平面図形や空間図形の性質についての

理解を深め、そのれを事象の考察に活

用できるようにする。

集合

和の法則・積の法則

場合の数と確率 場合の数を求めるときの基本的な考え

方や確率についての理解を深め、それ

4

5

6

7

９

改訂版　新　高校数学Ａ（数研出版）

主な指導の

工夫

（１）各単元の本質的理解が深まるように授業内で問題演習を適宜入れる。

（２）他単元とのつながりを考慮しながら、問題を多角的に捉えることで、主体

的・対話的な学習を入れる。

（３）ICT機器を活用することで、直感的、論理的な理解を促す。

月 単元（題材）名
指導

時数
◆ねらい、◇主な学習内容

評価の観点

ねらい

中村　保 70

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

部門 学部

教科等名 数学Ａ 学習グループ ⑤



◇ 円に内接する四角形 〇

◇ 円の接線 〇

◇ 方べきの定理 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇

◇ 〇

◇ 〇課題学習

２つの円

作図

問題演習

第２節　空間図形 空間の直線、平面

正多面体

問題演習



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

ねらい

担当教員 年間授業時数 時間

使用教科書

知識・技能思考・判断・表現態度

4

5

6

7

９

35 ◆

◇ 〇

◇ ベクトルの和、差 〇

◇ 〇

◇ ベクトルの成分 〇

◇ ベクトルの内積 〇

◇ 内積の性質 〇

◇ 位置ベクトル 〇

◇ ベクトルと図形 〇

◇ 問題演習 〇

◇ 空間座標 〇

◇ 空間ベクトル 〇

◇ 空間ベクトルの内積 〇

◇ 〇

（２）他単元とのつながりを考慮しながら、問題を多角的に捉えることで、主体

的・対話的な学習を入れる。

（３）ICT機器を活用することで、直感的、論理的な理解を促す。

杉浦　春久 70

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

部門 学部

教科等名 数学Ｂ 学習グループ ⑤

月 単元（題材）名
指導

時数
◆ねらい、◇主な学習内容

評価の観点

ベクトル、数列について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象

を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を育てる

問題演習

有向線分とベクトル

ベクトルの実数倍

ベクトル ベクトルの基本的な概念について理解

し、その有用性を認識するとともに、

事象の考察に活用できるようにする。

改訂版　新　高校数学Ｂ（数研出版）

主な指導の

工夫

（１）各単元の本質的理解が深まるように授業内で問題演習を適宜入れる。



35 ◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 階差数列 〇

◇ 漸化式と一般項 〇

◇ 数学的帰納法 〇

◇ 〇

和の記号Σ

数列 簡単な数列とその和および漸化式と数

学的な機能法について理解し、それら

を事象の考察に活用できるようにす

る。

数列

問題演習

等差数列

等比数列

10

11

12

１

２

３



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

担当教員 年間授業時数 時間

使用教科書

知識・技能思考・判断・表現態度

4 5 ◆

◇ 〇

◇ 〇

5 6 ◆

◇ 〇

◇ 〇

6 7 ◆

◇ 〇

◇ 〇

7 6 ◆

◇
〇

◇ 〇

9 7 ◆

◇ 〇

◇ 〇

10 6 ◆

◇ 〇

2 ◆

◇ 〇

◇ 〇

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学部部門

教科等名 物理基礎 学習グループ ⑤

力と運動の法則２

仕事とエネルギー２

さまざまな物理現象とエネル

ギー

仕事とエネルギー１

ねらい

郭　雅文

東京書籍　「改訂 新編物理基礎」（物基312）

70

（１）科学的探究に必要な観察、実験などに関する技能を身に付ける。

（２）観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

（３）物理的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

力と運動の法則１

等速直線運動と合成速度、相対速度

運動の特徴と運動の関係について理解さ

せ、グラフに表せることを知る。

直線運動と加速度、そのグラフと式

落下運動、水平投射、斜方投射

落下運動、水平投射、斜方投射

物体の運動とエネルギーと直

線運動

直線運動の世界

力の合成や分解

仕事の考え方を理解し、力学的エネルギー

の表し方について理解する。

仕事の定義、仕事の原理と仕事率

運動と位置エネルギーの表し方

エネルギー保存の法則とその条件

仕事と関連付けて理解を深め、法則を用い

運動を分析できる。

原子や分子の熱運動と温度との関係を定性

的に理解する。

主な指導の

工夫

物体の運動の基本的な表し方について理解

する。

物体にはたらく力と運動との関係を分析で

きる。

作用・反作用の法則、慣性の法則、運動の

第２法則

摩擦力、抵抗力、圧力、浮力

月 ◆ねらい  ◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）実験方法については生徒に計画・立案させる。

（２）電子媒体や写真等を利用し、視覚的に理解しやすいようにする。

（３）可能な実験を行い日常生活に関連付け興味をもてるようにする。

評価の観点

物体の運動とグラフ

ベクトルで表す方法

絶対温度、ブラウン運動と熱運動

物質の三態変化、潜熱



11 4 ◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

3 ◆

◇ 〇

◇ 〇

12 7 ◆

◇ 〇

◇ 〇

1
7 ◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

2 4 ◆

◇ 〇

◇ 〇

4 ◆

◇ 〇

◇ 〇

3
2 ◆

◇ 〇

※

物質の電気的性質を知り、電流と磁場の力

を理解する。

熱 熱現象とエネルギーを理解し、定量的に扱

える。

熱量、熱容量、比熱、熱量の保存

仕事と熱の変換、熱力学第１法則

波 観察や作図から定常波について理解し、楽

器の原理について理解する。

抵抗と抵抗率、導体、半導体、絶縁体

熱機関と熱効率、熱現象の不可逆性

波 波の基本的な性質を理解し、量的関係を扱

える。

横波と縦波の違い

波の伝わり方、波の速さ、波長、周期や振

波の独立性、重ね合わせの原理、反射

うなり、固有振動、共振（共鳴）

電気１

電流のエネルギーと電力、電流と磁場

モーターの原理とエネルギー変換

電気２ 直流と交流の違いを知り、交流の利点や利

用を知る。

直流と交流の違い

交流と電磁波の利用

物理学が拓く世界 生活と物理学から科学技術を理解し、未来

の世界に興味・関心をもつ。

様々な物理現象とエネルギー

評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

エネルギー 利用可能なエネルギーの特性や利用を理解

する。

放射線の種類と特性、影響

原子力発電の放射線、原子力の利用



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

8
◆

◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

16
◆

◆

◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇
〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

29 ◆

◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

17 ◆

◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

※

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 生物基礎

郭　雅文

「改訂　新編　生物基礎」東京書籍

70

⑤

（１）身の回りの生物や生物現象に関心をもつ。

（２）生物や生物現象を知り、共通性と多様性について考える。

（３）科学的な思考力、表現力を育成する。

生物の体内環境の維持

遺伝情報の分配について知る。

遺伝情報とタンパク質の合成について知る。

生物の特徴

遺伝子とそのはたらき

生物の特徴について。

細胞にみられる多様性と共通性について。

代謝と代謝を進める酵素について。

葉緑体とミトコンドリアによるエネ

ルギー変換について。

遺伝情報を担う物質してのＤＮＡの特

徴を知る。

（１）身近な生物や生物現象を題材に展開する。

（２）実験、観察や調べ学習を取り入れることで主体的に活動する。

（３）ICT機器を利用し、視覚情報によって知識が定着しやすいようにする。

評価の観点

生命活動とエネルギーの関係を知る。

主な指導の

工夫

生物についての多様性と共通性の視

点を身に付ける。

ＤＮＡの構造について。

ＤＮＡの抽出実験。

ＤＮＡとゲノムについて。

月

4

5

6

7

９

遺伝物質が改名された歴史。

細胞分裂におけるＤＮＡの複製と分

配について。

細胞の観察。

遺伝子の発現と生命現象について。

ＤＮＡとタンパク質合成について。

◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

10

11

12

体内環境の維持と健康との関係につ

いて認識させる。

体内環境と体液、器官について。

自律神経系と内分泌系による調節について。

自律神経系の実験。

体内環境を守るしくみについて。

生物の体内環境を維持する仕組みを知る。

評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

１

２

３

生物の多様性と生態系 生態系の成り立ちを知る。

生態系の保全の重要性を認識させる。

植生の多様性と遷移について。

バイオームとその分布について。

生態系とその保全について。



学部 高等部 学年 1･2･3 年

教科等名 グループ ⑤

ねらい

担当教員 年間授業時数 時間

使用教科書

知識・技能思考・判断・表現態度

4 4 ◆

◇
〇

◇ 〇

５

６

14 ◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

7 9
◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

9 12 ◆

10 ◇ 〇

◇ 〇

◇
〇

11 10 ◆

12 ◇
〇

1 ◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

2 15 ◆

3 ◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

※ 評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

球技

「卓球」

「テニス」

ボールの動きに合わせた体幹や上肢の

使い方を工夫する。

打撃練習

ゴロ卓球、ゴロテニス

審判体験

（３）ルールを理解し、 周囲の状況、自身の状況などに応じて自分なりに判断した

動きをする。

令和５年度東京都立墨東特別支援学校年間指導計画（案）

体育（実技） 学習グループ

（１）各種の体育活動を通して、スポーツの楽しさを感じ、生涯にわたってスポー

ツに親しむ習慣の基盤を作る。

（２） 運動を通して、身体の調整機能を高め、健康の保持増進を図る。

鎌形翼  上原千穂 70

「最新高等保健体育改訂版」大修館

主な指導の

工夫

（１）オリンピック・パラリンピック等に関連付けながら日常的にスポーツの話を

し、スポーツや身体活動への意欲や関心を高めていく。

（２）目的に向けた主体的な過程を褒めることで、身体活動の楽しさを実感させ、

生涯スポーツへの意識を高める。

（３）個々の障がい状況が異なるため、実態に応じた課題やルールを設定する。

月 単元（題材）名
指導

時数
◆ねらい、◇主な学習内容

評価の観点

自己記録に挑戦する。

ルールを理解し、作戦を考える。

身体の柔軟性について理解し、自分の

身体の使い方を知る。

ラジオ体操や選択した曲で競技に合っ

た体操の創作。

体つくり運動

3軸体操や柔軟ストレッチ運動。

陸上競技

体育祭種目練習

自己記録に挑戦したり、仲間と協力し

て競技に参加したりすることができ

る。

周囲と協力して競技を行う。

水慣れ

泳法指導

水泳 重力下では難しい、自発的な動きを引

き出す。

リラクゼーション

ルールを理解し、周囲と協同してプ

レーする。

フィールドプレイヤー・スペシャル

シューターとしての動きに特化する。

球技

「ハンドサッカー」

自分が狙った場所にボールを打つこと

ができる。

投球の種類と練習方法について。

作戦を立てる。

投球練習、レクリエーション、両ルー

ルを体験する。

球技

「ボッチャ」

6武道

「柔道」

伝統文化として武道の基本を理解す

る。

柔道の心構えや特性について。

寝技体験

道着の着衣、つかみ、投げ。



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

4 7 ◆

5 ◆

◇
〇 〇

◇

〇 〇

6 6 ◆

◇
〇

◇
〇 〇

6 6 ◆

◇
〇

◇
〇

主な指導の

工夫

日本歌曲に親しみながら、曲の情景や

雰囲気を感じ取る。

映像および実際の楽器による演奏を鑑

賞し、関心をもつ。

月

【器楽】様々な楽器によ

る合奏、指揮を体験す

る。

【鑑賞】日本歌曲に親し

もう。

【器楽・鑑賞】ヨーロッ

パの古典音楽の歴史、時

代による様式などの違い

を知ろう

【器楽・鑑賞】日本の伝

統芸能・伝統楽器につい

ての理解を深める。

35

⑤

（１）音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てる。

（２）感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす。

（３）音楽文化についての興味、関心、理解を深め、卒業後の余暇活動へとつなげ

る。

◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）曲のイメージをもちやすいよう、写真や映像で視覚的にもわかりやすい教材

を取り入れる。

（２）個人練習の時間を設けて主体的に活動できるよう促す。

（３）幅広いジャンルの音楽の鑑賞、楽器の演奏体験を通じて興味・関心を広げる。

評価の観点

合奏を通じて、テンポ、強弱の設定な

どについての理解を深める。

歌詞の意味を理解し、曲の表現につい

て考える。

強弱記号や速度記号など楽典について

理解し、実際に強弱などに気を付けな

がら演奏する。

クラシック音楽を鑑賞し、歴史及び時

代ごとの様式の特徴を知る。

主な作曲家と楽曲についてその特徴な

どを知る。

自分の好みの音楽や興味をもった楽器

を見つける。

日本の伝統的な楽器や芸能について基

本的な知識を身に付ける。

日本の伝統芸能の歴史や主な芸能の種

類を知る。

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 音楽Ⅰ

池上舞

「MOUSA　１」教育芸術社



◇
〇

7 7 ◆

◇ 〇

◇
〇 〇

◇
〇

9 6 ◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

※ 評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

伝統的な楽器に直接触れて演奏する体

験を行う。

周囲とリズムやタイミングを合わせて

演奏する。

【器楽・鑑賞】日本の伝

統芸能・伝統楽器につい

ての理解を深める。

【器楽・鑑賞】様々な

ジャンル、民族の音楽に

親しみ、気に入った楽器

を使って演奏しよう。

自分のやってみたい楽器を選ぶ。

譜面を見ながら、楽器ごとに個人練習

をする。

タイミングやリズムを意識しながら周

囲と合わせる。

演奏楽器を鑑賞、体験する。

演奏曲を鑑賞、体験する。

【鑑賞・器楽】芸術鑑賞

会に向けて

歴史や文化について知る。

芸術鑑賞会に向けて、演奏楽器や演奏

曲について事前学習する。



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

4 12 ◆

5 ◇
〇

◇ 〇

6

7

14 ◆

◇
〇

◇ 〇

16 ◆

◇ 〇

◆

◇
〇

11

12

10 ◆

◇
〇

主な指導の

工夫

画面の構成と配色について学ぶ。

たたらや紐づくりなどの陶芸の技法を

学び、作品作りに活かして制作する。

選択した生物を表現する方法を模索

し、効果的な技法を選んで描画する

本やネットなどから描きたい生き物を

選択する。

月

9

10

絵画：砂絵

陶芸：音の鳴るオブジェ

絵画：生き物を描く（バ

チック等の技法を用いた

描画）

70

⑤

（１）造形的な視点で対象や事象を捉え、造形的に考え表現する力を育む。

（２）美的感覚を働かせ、対象や事象から様々なことを感じ取る力や創造性を育む。

（３）生活や社会の中の美術や美術文化と関わり、豊かな生活を創造する力を育む。

◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）参考作品等の鑑賞を行い、作品の良さや特徴に気付けるようにする。

（２）制作時間を確保し、試行錯誤したり発想を広げたりできるようにする。

（３）教材教具は生徒の動きや巧緻性に配慮したものを用意する。

評価の観点

画面を複数の線と円で構成し、配色計

画を立て彩色する。

混色し、色の特性を体験的に学ぶ。

動物の身体や動きを大きく捉え、立体

作品で表現する。

動物をスケッチして、身体の動きの中

心を見つける。

針金で芯を作り、粘土で肉付けする。

隣接する色との調和や全体の色調を意

識しながら構図を考え出す力をつけ

る。

色砂を用いた描画。

基本の土鈴にオリジナルのデザインを

加えた作品を作り出す。

色の学習

立体造形

「動物をつくる」

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 美術Ⅰ

八田早苗

なし



◇

〇

１ 16 ◆

◇
〇

2

3

◆

◇

〇

※

絵画：生き物を描く（バ

チック等の技法を用いた

描画）

水彩や油絵具、アクリル絵、クレヨン

などを用いてバチックの技法を用いて

生き物を表現する。

季節の行事を感じながら制作する。

墨の香り、和紙や色紙の色彩、紙粘土

の形に注目して制作する。

iPadを使って、写真の素材をコラー

ジュして、Tシャツやエコバッグのデ

ザインをする。

評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

アプリ操作を学習し、iPadでオリジナ

ルのデザインを生み出す。

デジタルアート：写真を

コラージュする

墨象：墨絵を描く



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

通
5 ◆

年 ◇ 〇

◇ 〇

通 10 ◆

年 ◇ 〇

4 20 ◆

5 ◇ 〇

6 ◇ 〇

7

9 20 ◆

10 ◇ 〇

11 ◇ 〇

12

1 15 ◆

2 ◇ 〇

3 ◇ 〇

※

主な指導の

工夫

ALTとの会話を通じて、英語運用能力

の向上と異文化理解を深める。

文法事項を含む文章を読解する

関係詞・仮定法など

月 ◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）英語の４技能をバランスよく使用できるように多様な教材を扱う。

（２）視覚的教材を活用し、生活の中で使われる英語に多く触れる。

（３）既習の知識を活かし、進んだ英文法の知識をつけ、活用できるようになる。

評価の観点

英語圏の文化について知る。

日本、東京について話をする。

英語の名作映画のセリフや有名なス

ピーチを部分的に聞き取る。

既習の文法事項をさらに深める。

文法事項を含む文章を読解する

評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

既習の文法事項をさらに深める。

文法事項を含む文章を読解する

文法のまとめ文法（応用）

聞き取りポイントを示し、聞き取る。

完了形（過去完了）・不定詞など

既習の文法事項をさらに深める。

ALTとの会話

映像鑑賞・リスニング

文法（応用）

文法（応用）

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 コミュニケーション英語　Ⅱ

髙橋奈穂美

「All Aboard! English Communication Ⅱ」（東京書籍）

70

⑤

（１）既習の「聞く・話す・読む・書く」の４技能を活用し、自分の考えを英語で

発表することができる。

（２）英文法の応用を習得し、正しい英語を書いたり話したりすることができる。

（３）言葉の背景にある事情や文化に触れ、日本文化の理解も深める。



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

25 ◆

◆

◇ 〇

◇ 〇

25 ◆

◆

◇ 〇

◇ 〇

1 15 ◆

2 ◆

3 ◆

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

通 5 ◆ コミュニケーションを積極的に取る。

年 ◆

◇ 〇

◇ 〇

※

主な指導の

工夫

基礎文法や日常生活に身近な単語を理

解する。

英語検定の頻出単語や表現を知る。

長文の内容を理解する。

文法や単語に関するプリント学習を行う。

月

4

5

6

7

9

10

11

12

英検の過去問題（リスニング含む）

長文を読んで要約する。

評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

簡単な会話表現

アメリカの文化

異文化理解を深める。

70

⑤

（１）基礎的な語彙・文法を習得する。

（２）４技能（聞くこと、話すこと、読むこと、書くこと）をバランスよく使用

し、基礎的な能力を養う。

（３）英語検定に必要な語彙・文法を学習して、レベルに応じた級に合格すること

ができる。

◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）繰り返し学習で、基礎的な内容を定着できるようにする。

（２）「聞く・話す・読む・書く」の４技能をバランスよく使用できるようにする。

（３）生徒のレベルに応じた問題を選び、モチベーションの維持・向上を図る。

評価の観点

ニュースに関心をもち、語彙力も増やす。

文法や単語に関するプリント学習を行う。

英字新聞の内容理解、単語調べを行う。

基礎的な文法を確認する。

プレゼンのモデルを知り、基本的な技

術文法や単語に関するプリント学習を行う。

「TED TALK」からモデルを学び、単

語調べも行う。文法に関するプリント学習を行う。

基礎的な英文法、単語

英字新聞

基礎的な英文法、単語

プレゼンテーションの

基礎

基礎的な英文法、単語

英検問題

ALTとの英会話

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 外国語演習

小川　健

なし



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

4 20 ◆

5 ◆

6 ◇ 〇

7 ◇ 〇

◇ 〇

9 30 ◆

10 ◆

11 ◇ 〇

12 ◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

1 20 ◆

2 ◆

3 ◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

※

主な指導の

工夫

基礎的操作を身に付ける。

グラフ、オブジェクト、他

応用問題

基礎的操作を身に付ける。

月 ◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）個々の障害特性に合わせてコンピュータの設定や環境設定を行う。

（２）実習、演習を中心に学習を展開し、操作知識、技能を高められるようにす
る。

（３）必要に応じて副教材の活用や操作手順書を作成する。

評価の観点

各機能を効果的に活用し、文書作成が
できる。

文字書式、拡張書式、段落書式、他

罫線と表、オブジェクト、他

各機能を効果的に活用し、文書作成が
できる。

文字書式、拡張書式、段落書式、他

罫線と表、オブジェクト、他

評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

プレゼンテーションと応用問題

プレゼンテーションと応用問題

基礎的操作を身に付ける。

各機能を効果的に活用することができ
る。

基本操作（書式設定、レイアウト、
データ編集、オートフィル、他

数式と計算（計算機能、関数）

「ワープロソフト」の活用

「プレゼンテーションソフト」の活用

「表計算ソフト」の活用

「ワープロソフト」の活用

「プレゼンテーションソフト」の活用

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 コンピュータ実技

高澤　昇太郎

なし

70

⑤

（１）「社会と情報」の学習内容を踏まえ、コンピュータを実社会で活用

するための基礎的な力を付ける。

（２）実習、演習を通して、ＩＣＴの活用能力の拡充を図る。



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

4

5

5 ◆

◇ 〇

6 4 ◆

◇
〇

7 3 ◆

◇

〇

9 4 ◆

◇

〇

10

11

7 ◆

◇

〇

12 3 ◆

主な指導の

工夫

「産業社会と人間」を学ぶ意義と社会

生活を営む上での基礎的素養を学ぶ。

自らの将来設計を考える中で、自己実

現「大きな進路」とその手段「小さな

進路」について考える。

生活の基盤となる「働く」ことの意義

を考える。

月

35

⑤

（１）共生社会を構築する人材としての、社会生活や職業生活に必要な基本的能力

や態度及び望ましい勤労観、職業観を育成する。

（２）我が国の産業の発展とそれがもたらした社会の変化について考察する。

（３）将来の生き方や進路について考え、その実現に向けた計画を作成する。

◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）新聞やインターネットなどを活用し、時事的な話題を効果的に取り上げる。

（２）具体的な例を提示することで、分かり易い説明にする。

（３）調べ学習の時間を設定するなど、自主的な活動ができるようにする。

評価の観点

社会生活におけるルールとマナー

コミュニケーションスキルプレゼンテーションの基本的なやり方

やテクニックを理解する。モデルを知り、自分が好きなテーマで

プレゼンテーションの練習を行う。

自らの社会的自立や共生社会の実現に

ついて考える。

社会生活を送る上での必要な知識や技

能を学ぶとともに、障害者を取り巻く

現状と課題について考える。

消費生活に関する知識を習得し、適切

な行動に結びつけることができる実践

的な能力を育む。

新聞記事やインターネット情報をもと

に、消費者を取り巻く諸課題について

考える。

自分の将来像や生きる意義などを考え

る。

社会生活の基礎

プレゼンテーションの基礎

自律と自立

消費者教育

「大きな進路」と「小さ

な進路」

働くこと、生活すること

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 産業社会と人間

小川　健

なし



◇

〇

1 3 ◆

◇ 〇

2 4 ◆

◇
〇

3 2 ◆

◇
〇

◇ 〇

※ 評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

家族や先輩など身近な人の働き方や生

き方を知り、自分の社会参加について

考える。

働くために必要なスキルについて考え

る。働くために大切な健康管理や生活につ

いて具体的に考える。主権者とは何か、選挙とは何かを考え

る。

卒後の進路に向けての活動。

高等部での生活を振り返り、自らの成

長を確認する。

自らの到達点を確認する。

選挙権獲得と選挙権行使について考え

る。

卒業に向けて

社会人として

主権者教育



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

4 6 ◆

◇
〇

5 8 ◆

◇
〇

6 6 ◆

◇ 〇

7 4 ◆

◇ 〇

9 6 ◆

◇ 〇

10 8 ◆

◇ 〇

11 8 ◆

◇ 〇

12 6 ◆

◇ 〇

1 6 ◆

◇ 〇

主な指導の

工夫

小論文と作文との違いが分かる。

小論文の学習方法

課題文型小論文の実践

設問を読み込み、設問に応じた回答方課題文型小論文とは何か。

説明課題と論述課題の解き方課題文型小論文の実践

月

課題文型小論文とは何か。

説明課題と論述課題の解き方課題文型小論文の実践

データ型小論文とは何か。

データの読み取りと解釈をし、それを

データ型小論文とは何か。

データの読み取りと解釈をし、それをデータ型小論文の実践

データ型小論文の実践

70

⑤

（１）文章で適切に表現する能力を養う。

（２）思考力を伸ばす。

（３）言語感覚を磨く。

◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）進路を見据えた実践的な小論文を仕上げられるよう丁寧に指導する。

（２）文章作成の途中でも適宜添削する。

（３）小論文の構成を例文の用いて丁寧に指導する。

評価の観点

原稿用紙の使い方、書くための手順、

文章の「型」を例題を使い確認する。

設問の読みと捉え方、意見と理由の考

え方、構成メモの活用

例題を使った確認、志望理由書の設問

を読み解く。自己アピール文

序論､本論､結論のある実践的な小論文

を書くことができる。

志望理由書を書く。読み返す。推敲。

序論､本論､結論のある実践的な小論文

を書くことができる。

志望理由書を仕上げる。推敲。

課題文型小論文とは何か。

説明課題と論述課題の解き方

・小論文の基本

・小論文のポイント

・実践的小論文

・実践的小論文

・実践的小論文

・課題文型小論文

・実践的小論文

・データ型小論文

・課題文型小論文

・課題文型小論文

・データ型小論文

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 小論文

小畑圭輝

なし



2 8 ◆

◇ 〇

3 4 ◆

◇
〇

※ 評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

800字程度の文書を作成し発表する。

・手紙を書く 状況に即した手紙が書ける。

お礼状やお見舞いなどの手紙を作成す

る。

・一年間のを振り返り、

文章作成をする

一年間の学習を生かして、意見文が書

ける。



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

4 12 ◆

5 ◇ 〇

6 ◆

◇
〇

７ 3 ◆

◇
〇

9 4 ◆

◇

〇

10 9 ◆

11 ◇ 〇

12 4 ◆

1 ◇ 〇

2 2 ◆

主な指導の

工夫

自分で調べて準備を行う。

墨東祭の内容や役割を考える。

月

日本の風習や伝統・文化を知る。

正月の過ごし方や食べ物を調べる。

生徒会で役員として活動するかを考え

る。また高等部3年生を送る会の実施

を考える。

35

⑤

（１）主体的に判断し、問題を解決する資質や能力を育てる。

（２）学校行事へ積極的に取り組む態度を身に付ける。

（３）伝統的・文化的な体験を通して、日常生活を豊かにする。

◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）ICT機器を活用し、生徒が内容を理解しやすいようにする。

（２）学校行事の中心となることを意識し、積極的に取り組めるようにする。

（３）伝統文化を学ぶことで余暇活動の充実へとつなげる。

評価の観点

調べ学習やルート確認

内容を知り、ポスターや応援を考え

る。

スローガンを考えたり、応援練習をす

る。

礼儀を守り、TPOに応じた言動をと

る。

社会の中にあるルールやマナーなどを

調べる。

生活する中で、様々な困難やストレス

について対応を知る。

専門家の意見を聞きつつ、SOSの出し

方を知り、スクールカウンセラーや養

護教諭の役割を知る。

見通しをもって準備をする。

一人通学に向けて

体育活動に向けて

社会との関わり方

困難・ストレスへの対応

方法

墨東祭に向けて

生徒会選挙・高3送る会

日本の文化・伝統

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 総合的な探求の時間

小川　健

なし



◇

〇

3 1 ◆

◇
〇

※ 評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

どういう学校にしたいかなど公約を考

えたり、ポスターを作ったり、演説の

練習をしたりする。

災害時に適切な対応をとる。

「東京防災」を使用して、災害知識や

防災アクションの知識を得る。

防災教育



肢体（本校） 高等部 学年 第 ３ 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

◆

◇ 〇

◆

◇ 〇

◆

◇ 〇

7
◆

◇ 〇

◆

◇ 〇

◇ 〇

◆

◇ 〇

3

9

10

11

10

12 3

4

5

5

6 3

2

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 ホームルーム活動

小川健　池上舞　内田麻衣　上原千穂　志賀拓也

なし

墨東祭に向けて

卒業制作

新入生歓迎会に向けて

交流学習向けて

35

⑤

（１）行事や一年間の流れに見通しをもち活動する。

（２）学年の中での自分の役割が分かり主体的に行動する。

（３）学校生活での様々な体験を卒業後の生活につなげる。

◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）写真や資料等視覚的支援を取り入れ、活動への理解を促す。

（２）具体的な例やヒントを提示するなどして、話し合いなどの活動を補助する。

（３）全員が楽しんで参加できるように、道具や活動のルールを工夫する。

評価の観点

進路実習の事前準備や学校調べなど

制作内容についての話し合い

主な指導の

工夫

卒業後の生活を具体的にイメージして

準備を行う。

事前・事後学習

話し合い、準備、練習など

卒業の記念になるものを作る。

月

体育祭に向けて期待を高める。

体育祭の競技や応援練習

歓迎会の実施に向けて、リーダーシッ

プをとる。

役割分担して準備する。必要なことを

教員に依頼する。

外部との交流を通して新しい世界や社

会のマナールールを学ぶ。

事前・事後学習、調べ学習、役割分担

など

行事への期待感を高め、協力して一つ

のものを作り上げる。

卒業後の進路

体育祭に向けて



◇ 〇

1
◆

◇ 〇

◆

◇ 〇

◇ 〇

※

3

2

3

6

評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

12 3

卒業に向けて

卒業遠足に向けて

卒業式練習など

事前・事後学習　しおり作り、係分担

など

制作活動、包装など

期待感を高めて主体的に準備を進め

る。

学校生活を振り返る。

振り返りやまとめ



肢体（本校） 高等部 学年 1･2･3 年

年間授業時数 時間

知識・技能思考・判断・表現態度

通 70 ◆

年 ◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

◇ 〇

※

主な指導の

工夫

個々の課題に応じて、活動することが

できる。

月

評価の観点：「知識」＝知識・技能、「思考」＝思考・判断・表現、「態度」＝主体的に学習に取り組む態度

70

⑤

（１）身体全体や関節の変形・拘縮を予防する。

（２）卒業後の生活を考えて、自分でできる取り組みを増やす。

◆ねらい、◇主な学習内容単元（題材）名
指導

時数

（１）外部専門家と連携して指導を行う。

（２）セルフストレッチなど、生徒が一人でもできるような活動を取り入れる。

評価の観点

身体のストレッチ

（セルフストレッチ含む）座位、立位、膝立ち等の取り組み

歩行訓練、階段昇降、トランポリン

手指の操作性を高める活動

ボールやトランポリンを使った活動

自立活動

（個別の取り組み）

ねらい

担当教員

使用教科書

令和５年度東京都立墨東特別支援学校　年間指導計画

学習グループ

学部部門

教科等名 特設自立活動

小川健、内田麻衣

なし


